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１． 仕事（職場）について教えてください

　輸入事後調査といって、貨物を海外から輸入している
会社等を訪問し、輸入の際に税関に申告した内容や、納付
税額に誤りがなかったかを事後的に調査する仕事をしてい
ます。実際に会社等を訪問して仕事を行うので緊張する場
面も多く、また、幅広い知識が必要なため苦労することも
多いですが、税関の使命のひとつである「適正かつ公平な
関税等の徴収」に大きく寄与していることを実感できるや
りがいのある仕事です。

２． 仕事の中で印象に残っていることは何ですか？

　調査の際、数百万円もの税金の不足や意図的に申告内
容を偽って税金を免れていたことを指摘したことです。自
分で調査を行って、こういった税金の不足を発見できたと
きの喜びは大きいですし、次も頑張ろうという気持ちにな
ります。

３． 採用研修について教えてください

　採用研修では、税関の幅広い業務それぞれの基本的な知識を学ぶことができます。専門的な
内容も多く難しいところもありますが、自分が興味のある仕事を見つける良い機会だと思いま
す。また、全国の同期が集まる数少ない機会なので、他税関の職員とも積極的に交流することを
おすすめします。

４． 税関の魅力、やりがいは何ですか？

　専門的な知識や技能を活かして仕事ができることだと思います。税関の業務は幅広く専門性
の高いものが多いですが、研修制度が充実しており、やる気次第で様々な知識や技能を身に付け
仕事に活かすことができます。私も税関に入ってから初めて中国語の研修を受け、今では中国人
の船員や旅客に中国語で質問したり、中国語の資料を読んだりできるようになりました。自分の
得意なことを仕事に活かせれば、大きなやりがいを感じることができます。そういった機会が豊
富な税関は、とても魅力的な職場だと思います。

５． 就職活動中のみなさんへのメッセージ
　
　就職活動は大変だと思いますが、自分がこれから数十
年間かかわる仕事を決めるとても大切な時期だと思うの
で、もうひと踏ん張りして自分が納得できる結果になる
ように頑張ってください。税関には魅力的な業務がたく
さんあり、自分に合った業務がきっと見つかるはずで
す。税関を選択肢の１つとして考えてみてはいかがで
しょうか。




